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秋過ぎて、冬来る 
先月までは、半そででも過ごせる気候でしたが、ここ１

か月の間に気温はみるみる低くなり、季節は冬になりま

した。社会科の時間には、日本は四季がある温帯と学習

しますが、春、秋が最近はとても短く、四季ではなく、長

い夏と長い冬から構成される二季ではないかと思うば

かりです。 

 そのような中、あの暑かった夏の暑さとは全く異なり、

快適な空間で、生徒たちは学習を進めています。全学年

とも１学期から総合的な学習の時間に平和学習に取り

組んできましたが、今は、各学年、ふるさと学習・人権学

習に取り組んでいます。このふるさと学習は、県教育委

員会、市教育委員会が指導の充実を図るように指示し

てている学習項目であり、本校も、昨年度から段階的に

実施しています。 

 体育大会の時に第３学年が披露した『ＹＯＳＡＫＯＩ』

は、地元長崎大学の『突風』というチームから教えてい

ただき、披露したものです。 

 各学年ふるさと学習と言っても、テーマは異なっていま

すが、今、段階的に実施をしています。 

 ３学期は、総合的な学習の時間の中で、『キャリア学

習』を始めます。職業についての理解を進めたり、上級

学校について詳しく調べたりする学習が１・２年生で始

まります。３年生は、希望する進路の実現のために、願

書を記入したり、面接練習を重ねます。そして、公立高校

の入試後に、再びふるさと学習を行い、最後の仕上げを

行う予定です。 

 １・２年生については、次月行われる授業参観で、総合

的な学習の発表を行う予定です。 

『書く力』を取り入れた学習の成果 

家庭科の保育園実習のまとめ、生徒会役員改選に

伴う選挙ポスターが校内に掲示してあります。その一

部を紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

本校の学力向上プランです 


